
香港への農林水産物・食品の輸出
に関するカントリーレポート

（コメ・米粉）

2024年11月
香港輸出支援プラットフォーム



目次

1

1. 香港の市場動向 ・・・・・・・・・・・・・・2

① 近年のコメ・米粉輸入動向 ・・・・・・・・  2
② 2024年の動向（速報） ・・・・・・・・  4
③ 香港におけるコメ・米粉価格  ・・・・・・・・  5 

2. コメ・米粉輸入規制、輸入手続き（2022年7月時点）・・・・・・・・・・10

① 品目の定義 ・・・・・・・・10
② 輸入規制  ・・・・・・・・10
③ 食品関連の規制 ・・・・・・・・11
④ 輸入手続き ・・・・・・・・22
⑤ 輸入関税等 ・・・・・・・・27

3. 現地事業者の評価、要望等  ・・・・・・・・・・・・28

① 現地事業者等の声 ・・・・・・・・28
② コメ関係のイベント等 ・・・・・・・・30



１． 香港の市場動向

① 近年の米の輸入動向

 日本産米の輸入量は一貫して増加傾向で推移。

 一方で、タイ産が数量・金額で半数以上を占め、ベトナム産も合わせると数量・金額
ともに約８割を占めるなど、現状では単粒種の割合は少ない状況。
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出所：香港統計局
HS1006 - RICE (HS10061000,10062000,10063010,10063020,10063090,10064000)
（もみ、玄米、精米（研磨してあるかないか又はつや出ししてあるかないかを問わない。） 、砕米を含む
日本円換算は18.37円/HKDで試算（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング為替相場 2023年間平均（TTS））

(単位：トン、1,000香港ドル)



１． 香港の市場動向

① 近年の米粉、包装米飯の輸入動向

 米粉は現状タイ産の独占状態、包装米飯は数量・金額とも中国産の割合が多い。
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出所：香港統計局 HS 11029010 - RICE FLOUR
日本円換算は18.37円/HKDで試算（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング為替相場2023年間平均（TTS））

(単位：トン、1,000香港ドル)

出所：香港統計局 HS 19049000 - CEREALS (OTHER THAN MAIZE (CORN)) IN GRAIN FORM,
OR IN THE FORM OF FLAKES OR OTHER WORKED GRAINS (EXCEPT FLOUR, GROATS AND MEAL), 
PRE-COOKED OR OTHERWISE PREPARED, NESOI シリアル等、もしくは事前調理、準備されたその他の物。
日本円換算は18.37円/HKDで試算（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング為替相場2023年間平均（TTS））

(単位：トン、1,000香港ドル)

〇米粉の輸入推移

〇包装米飯の輸入推移



１． 香港の市場動向

② 2024年の動向（速報） 

 2025年4月以降、公表され次第更新予定。
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１． 香港の市場動向

③ 香港における米の価格

5
出所：ジェトロ香港事務所調べ(2023年12月～2024年1月）

品目名・商品名 販売単位
販売価格
（香港ドル）

原産国・産地 販売店の種別
販売店の
ターゲット

Golden Elephant プレミアム ジャスミン米 8kg 89.90 タイ 現地系 ローワーミドル

全農JA-rice 2kg 69.00 日本 現地系 ローワーミドル

Crystal Brand 台湾産ジャポニカ米 2kg 45.90 台湾 現地系 ローワーミドル

ショクレン北海道 ゆめぴりか 2kg 160.00 日本 現地系 富裕層

JAみなみ魚沼 南魚沼産こしひかり 有機栽培米 2kg 352.00 日本 現地系 富裕層

JA全農 新潟産こしいぶき 2kg 129.00 日本（新潟） 現地系 富裕層

東洋ライス 金芽米 長野県産コシヒカリ 1kg 67.50 日本（新潟） 現地系 富裕層



１． 香港の市場動向

③ 香港における米粉の価格
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品目名・商品名 販売単位
販売価格
（香港ドル）

原産国・産地 販売店の種別
販売店の
ターゲット

DOVES FARM freee グルテンフリーの白い粉MIX 1kg 43.00 英国 現地系 富裕層

DOVES FARM freee グルテンフリーの米粉 1kg 43.00 英国 現地系 富裕層

Bob's Red Mill 無漂白の薄力粉 2,270g 83.00 米国 現地系 富裕層

波里 お米の粉 手作りパンの強力粉 500g 40.00 日本 現地系 富裕層

金御膳 水溶き米粉 600g 15.90 タイ 現地系 ローワーミドル

三象ブランド 水溶き米粉 600g 18.50 タイ 現地系 ローワーミドル

出所：ジェトロ香港事務所調べ(2023年12月～2024年1月）



１． 香港の市場動向

③ 香港における包装米飯の価格

7

品目名・商品名 販売単位
販売価格
（香港ドル）

原産国・産地 販売店の種別
販売店の
ターゲット

北アルプスの天然水仕立てふんわりごはん 200gx 3食入 50.00 日本 現地系 富裕層

オットギ インスタントご飯（五穀入り） 210g 15.00 韓国 現地系 ローワーミドル

金象牌 インスタントご飯（こしひかり100％） 170g 18.90 日本 現地系 ローワーミドル

金象牌 インスタントご飯（ジャスミン米） 170g 14.00 日本 現地系 ローワーミドル

サトウのごはん 新潟県産米 新之助 150g 26.00 日本 現地系 富裕層

サトウのごはん 秋田県産あきたこまち インスタントご飯 200g 19.00 日本 現地系 富裕層

出所：ジェトロ香港事務所調べ(2023年12月～2024年1月）



2．コメ・米粉輸入規制、輸入手続き（2022年7月時点）

① 品目の定義
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今回定義するコメ・米粉HSコード

1006.10：もみ
1006.20：玄米
1006.30：精米
1006.40：砕米
1102.90：米粉

② 輸入規制

1. 輸入禁止（停止）、制限品目（放射性物質規制等）

コメ・米粉について日本から輸入が禁止されている品目はありません。
また、コメ・米粉に関する特別な放射性物質規制もありません。

2. 施設登録、輸出事業者登録、輸出に必要な書類等（輸出者側で必要な手続き）

日本からコメ・米粉を輸出するにあたって、香港側から求められる特別な許可などはありません。

農林水産省では、販売などの目的でコメを輸出する場合には、事前に地方農政局などへ輸出数量の届け出を行うこ
とを義務付けています。届け出を行わなかったり、虚偽の届け出によりコメを輸出したりした場合には、20万円以下の過
料に処せられることがあるため注意が必要です。
（「米麦等を輸出される方へ」（農林水産省））
ただし、個人的使用に供するために非商業的に輸出される米穀や、米粉などの米加工品は届け出義務が免除されま
す。

https://www.maff.go.jp/j/seisaku_tokatu/boeki/kome_yushtu.html


全日本コメ・コメ関連食品輸出促進協議会「令和元年度日本産コメ・コメ加工品輸出ハンドブック」（香港）

2．コメ・米粉輸入規制、輸入手続き（2022年7月時点）

9

② 輸入規制（続き）

3. 動植物検疫の有無

日本からコメ・米粉を輸出する場合、輸入検疫の対象になっていません。
日本側で植物検疫証明書を取得する必要はありません。

４．その他の関連リンク

③ 香港の食品関連の規制

1.食品規格

コメ・米粉に関する特別な食品規格はありません。
包装済み食品については、コーデックス委員会（CODEX）の食品規格にあるように食品の成分とその添加物につい
て適切に表示しなければなりません。

2.残留農薬および動物用医薬品

香港では使用される農薬について、ポジティブリスト制を採用しています。 「食品中の残留農薬規則」
（Cap.132CM Pesticide Residues in Food Regulation）Schedule 1に挙げられている、農薬と食品との組
み合わせごとに定められている最大残留基準値あるいは外因性最大残留許容量に照らし、含有量が規定値を超えて
いる場合、該当する食品の輸入・販売などは禁止されています。また、Schedule 2には規制対象外の農薬が挙げら
れています。（Cap. 132CM Pesticide Residues in Food Regulation (elegislation.gov.hk)）
（ジェトロ仮訳）

https://zenbeiyu.com/jp/wp-content/uploads/sites/2/2020/10/handbook-1-Hong-Kong.pdf
https://www.elegislation.gov.hk/hk/cap132CM
https://www.jetro.go.jp/world/asia/hk/law/


2．コメ・米粉輸入規制、輸入手続き（2022年7月時点）
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③ 香港の食品関連の規制（続き）

3.重金属および汚染物質

【重金属規制】

2019年11月から施行された「2018年食品混入不純物（金属汚染物質含有量）（改正）規則」
（Cap.132V Food Adulteration （Metallic Contamination）（Amendment）Regulations 2018）
では、規制対象となる「特定金属」の含有上限量とそれに対応する「特定食品」を列挙しており、当該食品が「特定食
品」を原料として含む場合には、同法の基準に従う必要があります。
（s220182223113 (gld.gov.hk)）（ジェトロ仮訳）

なお、規制対象である「特定金属」と「特定食品」の組み合わせおよび含有上限量ついては、「2018年食品混入不
純物（金属汚染物質含有量）（改正）規則」の付表第2部（Part 2 Maximum Level of Metal in 
Food）にリスト化されています。
（Metal guidelines-eng.pdf (cfs.gov.hk)）（ジェトロ仮訳）

複数の原料から構成される「複合食品」についても、「特定食品」が配合されている場合には規制対象となります。また、
改正規則3（4）に規定されたとおり、「複合食品のすべての原料が特定食品に該当する場合」には、「（当該）複
合食品に含まれる特定金属の上限量は、各原料の特定金属の上限量に、この複合食品に含まれる各原料の割合、
重量比を乗じた値の合算」となります。

加えて、「特定金属」ではない金属であっても、危険値である、または有害性が疑われるような量の金属を含有する食
品は、いかなるものでもヒトの消費用に輸入・委託・配送・製造・販売することが禁止されています。

https://www.gld.gov.hk/egazette/pdf/20182223/es220182223113.pdf
https://www.jetro.go.jp/world/asia/hk/law/
https://www.cfs.gov.hk/english/whatsnew/whatsnew_fstr/files/Metal%20guidelines-eng.pdf
https://www.jetro.go.jp/world/asia/hk/law/


2．コメ・米粉輸入規制、輸入手続き（2022年7月時点）
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③ 香港の食品関連の規制（続き）

3.重金属および汚染物質（続き）

【重金属規制】（続き）

ヒ素および重金属などの許容量リスト（コメ・米粉に関連するもの）

特定金属 特定食品 含有上限量（mg/kg）

ヒ素（無機ヒ素として） 玄米 0.35ppm

精米 0.2ppm

アンチモン 穀物 1ppm

カドミウム 玄米・精米 0.2ppm

クロム 穀物 1ppm

鉛 穀物 0.2ppm

水銀（総水銀として） もみ・玄米・精米 0.02ppm



2．コメ・米粉輸入規制、輸入手続き（2022年7月時点）
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③ 香港の食品関連の規制（続き）

3.重金属および汚染物質（続き）

【有害物質】

有害物質に関しては「食品有害物質規則」（Cap.132AF Harmful Substances in Food Regulations）の
Schedule 1に挙げられている物質が規定量を超えている場合、また同Schedule 2に挙げられている物質が含まれ
ている場合、該当する食品の輸入・販売などが禁止されています。
（Cap. 132AF Harmful Substances in Food Regulations (elegislation.gov.hk)）（ジェトロ仮訳）

2021年7月14日には、「2021年食品有害物質（改正）規則（Harmful Substances in Food 
（Amendment） Regulation 2021）が可決されました。上記規則により、一部成分の許容基準値が改正また
は新設となり、2023年6月1日から施行されます。コメ・米粉に関連する有害物質のうち、改正または新設となったもの
については、次ページの表を参照のうえ、関連リンクの内容を確認してください。
（s22021252386 (legco.gov.hk)）（ジェトロ仮訳）

さらに、トランス脂肪酸の主原因である水素添加油脂の使用については、部分的禁止や原材料表示などの新たな規
則が設けられ、改正後の規則は2023年12月1日から施行されます。関連リンクなどを参照のうえ、確認してください。
（香港の食品安全規則、立法会で改正(香港) | ビジネス短信 ―ジェトロの海外ニュース - ジェトロ 
(jetro.go.jp)）
（香港：農林水産省 (maff.go.jp)）

https://www.elegislation.gov.hk/hk/cap132AF
https://www.jetro.go.jp/world/asia/hk/law/
https://www.legco.gov.hk/yr20-21/english/subleg/negative/2021ln086-e.pdf
https://www.jetro.go.jp/world/asia/hk/law/
https://www.jetro.go.jp/biznews/2021/09/35f50c015bd1b0d4.html
https://www.maff.go.jp/j/syouan/seisaku/trans_fat/overseas/hongkong.html


2．コメ・米粉輸入規制、輸入手続き（2022年7月時点）

13

③ 香港の食品関連の規制（続き）

3.重金属および汚染物質（続き）

【有害物質】（続き）

改正または新設となった食品有害物質の許容量リスト（2023年6月1日より有効）

特定有害物質 特定食品 含有上限量

アフラトキシンB1 乳タンパク質から製造された調整乳を除く、乳児用調製粉乳およびフォローアップミル
ク

0.1µg/kg

生後36カ月以下の乳幼児による摂取を前提とした、上記以外のすべての食品 0.1µg/kg

アフラトキシン総量
（アフラトキシンB1、
B2、G1、G2の合計）

調理前のアーモンド、ブラジルナッツ、ヘーゼルナッツ、ピーナッツおよびピスタチオ 15µg/kg

調理前のピーナッツ、アーモンド、ブラジルナッツ、ヘーゼルナッツおよびピスタチオから製
造された食品

15µg/kg

香辛料 15µg/kg

その他の食品 10µg/kg



2．コメ・米粉輸入規制、輸入手続き（2022年7月時点）
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③ 香港の食品関連の規制（続き）

3.重金属および汚染物質（続き）

【有害物質】（続き）

改正または新設となった食品有害物質の許容量リスト（2023年6月1日より有効）（続き）

特定有害物質 特定食品 含有上限量

メラミン 生後12カ月以下の乳幼児による摂取を前提とした乳児用調製液体乳および液体
フォローアップミルク

0.15mg/kg

上記以外の乳 1mg/kg

生後36カ月以下の乳幼児による摂取を前提としたその他の食品 1mg/kg

妊婦および授乳中の女性による摂取を前提としたすべての食品 1mg/kg

その他のすべての食品 2.5mg/kg

デオキシニバレノール 生後36カ月以下の乳幼児による摂取を前提とした穀物由来の食品 200µg/kg



2．コメ・米粉輸入規制、輸入手続き（2022年7月時点）
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③ 香港の食品関連の規制（続き）

4. 食品添加物

香港では着色料・甘味料・食品保存料に関する規則があります。
（香港における食品添加物の規制状況（2014年3月） | 調査レポート - 国・地域別に見る - ジェトロ 
(jetro.go.jp) ）

着色料に関しては「食品着色料規則」（Cap.132H Colouring Matter in Food Regulations）Schedule 1
に挙げられている着色料を使用することができます。また、天然色素については、同規則には掲載されていませんが一部
は使用が認められています。その他参考情報の「許可された着色料：天然色素」を参照してください。
（ Cap. 132H Colouring Matter in Food Regulations (elegislation.gov.hk) ）（ジェトロ仮訳）
（即食食品微生物含量指引 (cfs.gov.hk)）

甘味料に関しては「食品甘味料規則」（Cap.132U Sweeteners in Food Regulations）Scheduleに挙げら
れている甘味料を使用することができます。
（Cap. 132U Sweeteners in Food Regulations (elegislation.gov.hk)） （ジェトロ仮訳）

食品保存料に関しては「食物中の保存料規則」（Cap.132BD Preservatives in Food Regulation）の
Schedule 1, No.6に挙げられている食品保存料を、規定量の範囲内で使用することができます。
（ Cap. 132BD Preservatives in Food Regulation (elegislation.gov.hk) ） （ジェトロ仮訳）

5.食品包装（食品容器の品質または基準）

なし

https://www.jetro.go.jp/world/reports/2014/07001637.html
https://www.elegislation.gov.hk/hk/cap132H
https://www.jetro.go.jp/world/asia/hk/law/
https://www.cfs.gov.hk/english/committee/files/Permitted_colouring_matter_Natural_colours.pdf
https://www.elegislation.gov.hk/hk/cap132U
https://www.jetro.go.jp/world/asia/hk/law/
https://www.elegislation.gov.hk/hk/cap132BD
https://www.jetro.go.jp/world/asia/hk/law/


2．コメ・米粉輸入規制、輸入手続き（2022年7月時点）
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③ 香港の食品関連の規制（続き）

6.ラベル表示

包装済みの卵および卵製品のラベル表示は、「食品および薬品（成分組成および表示）規則」〔Cap.132W Food 
And Drugs（Composition And Labelling）Regulations〕により規制されています。次の項目を英語または中
国語、あるいは英語と中国語の併用で表示することが求められます。（詳細次ページ）
（Cap. 132W Food and Drugs (Composition and Labelling) Regulations (elegislation.gov.hk)）
（ジェトロ仮訳）

(1)食品名
(2)原材料リスト （原材料、アレルギー性物質、添加物を含む）
(3)賞味期限または消費期限
(4)保管に対する特別な条件、または使用上の注意に関する説明
(5)製造業者または包装業者の名前と住所
(6)数量、重量または容量
(7)栄養成分

表示またはラベル貼付規制の免除は、表示規則の付表4「付表3の規定を免除される項目」（Items exempt 
from Schedule 3）で確認してください。
また、バイオテクノロジーの原料を含む食品（GM食品など）の表示は現在任意で行われています。

さらに、ビジネス上支障が生じるなどの事情がある場合には、ラベル表示に製造業者もしくは包装業者の代わりに、現
地の卸業者（ディストリビューター）の情報記載をすることも可能です。詳しい手続きについては、関連リンクの「加工食
品表示ラベルに卸業者の記載が可能に」などを参照のうえ、確認してください。
（加工食品表示ラベルに卸業者の記載が可能に(香港) | ビジネス短信 ―ジェトロの海外ニュース - ジェトロ 
(jetro.go.jp)）

https://www.elegislation.gov.hk/hk/cap132W
https://www.jetro.go.jp/world/asia/hk/law/
https://www.jetro.go.jp/biznews/2020/05/1f12ef75f2c0bb03.html
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③ 香港の食品関連の規制（続き）

6.ラベル表示（続き）

(1)食品名

(2)原材料リスト （原材料、アレルギー性物質、添加物を含む）

・ 原材料  ：重量または容量の多い順に表示する。ただし、単一の原料で構成されているものについては不要
・ アレルギー性物質 ：グルテンを含む穀物、甲殻類および甲殻類製品、卵および卵製品、魚および魚製品、ピーナッツ・大豆

およびそれらの製品、乳および乳製品（乳糖を含む）、木の実とナッツ製品、10ppm以上の亜硫酸塩
・ 添加物  ：コーデックス委員会（CODEX）による国際番号システム（INS）に基づく（a）機能分類および（b）名称また

は識別番号または「E」もしくは「e」から始まる識別番号

(3)賞味期限または消費期限

賞味期限（“best before”）および消費期限（“use by”）は、アラビア数字、または英語または中国語で表示する必要がある
例: Best before: 1 Oct 2016（英語）、此日期前最佳: 2016年10月1日（中国語

(4)保管に対する特別な条件、または使用上の注意に関する説明

(5)製造業者または包装業者の名前と住所

ただし、次の条件が満たされる場合には、表示義務が免除されます。

a.次の（i）~（iii）の情報が印字またはラベル表記されている場合
ⅰ原産国
ⅱ香港における販売業者や商標所有者の名称
ⅲ香港における販売業者や商標所有者の登記済み事務所または本社の所在地

b.香港における販売業者や商標所有者により、原産国における食品製造業者や包装業者の正式所在地が書面で当局に通知されている場合

c.次の（i）および（ii）を満たす場合
ⅰ原産国のラベル表記に加え、当該国での製造業者または包装業者を特定するコードが表示されている
ⅱコードおよびコードに紐づけられた製造業者や包装業者の詳細が、当該製造業者または包装業者、あるいは香港における販売業者または商標

所有者により、書面で当局に通知されている

d.食品の製造工場または包装工場その他の場所が、原産国の政府により所有、操業、または経営されており、当該食品が当該政府の製品である
ことを示す方式で印字またはラベル表記されている場合
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③ 香港の食品関連の規制（続き）

6.ラベル表示（続き）

(6)数量、重量または容量
包装済み食品は、内容物の数量、または食品の正味重量や正味体積を明確に表記またはラベル付けする必要がある
味重量および正味体積は、実行可能な限り、「度量衡条例」 （Cap. 68） または「メートル法条例」（Cap. 214）の第1附則に
規定される国際単位基準に従って表示するものとする（ただし、許容誤差については規定なし）
（Cap. 68 Weights and Measures Ordinance (elegislation.gov.hk)）
（Cap. 214 Metrication Ordinance (elegislation.gov.hk)）

(7)栄養成分

（必須項目：エネルギー、タンパク質、炭水化物、総脂質、飽和脂肪酸、トランス脂肪酸、ナトリウム、糖。免除項目は表示規則の付
表6を参照）
※ただし、生鮮および包装食品でほかの成分が添加されていないものについては、栄養表示は不要（付表6-10）。
（Cap. 132W Food and Drugs (Composition and Labelling) Regulations (elegislation.gov.hk)）（ジェトロ仮訳）

【有機食品の表示について】
有機食品に「有機」や「オーガニック」などを表示して輸入販売する際には、生産、取り扱い、加工、マーケティングの各
過程で特定の有機規格に従い生産され、その原産国の認証機関または当局によって認められた場合にのみ、「有機」
や「オーガニック」と表示することができます。

有機規格には次のような定義が含まれます。
・栽培の過程で、化学農薬や化学肥料の使用が控えられていること。農作業においては輪作、動植物の肥料、手によ
る除草、および生物学的害虫駆除が重視されていること。
・動物飼育の過程で、抗生物質、成長ホルモン、およびその他の動物飼料添加物の使用が控えられていること。
・遺伝子組み換えや電離放射線が施されていないこと。

なお、日本の「有機JASマーク」は香港FEHDが例示する有機認証マークの一例として掲げられており、日本国内で当
該認証を受けた有機食品について「有機」や「オーガニック」と表示して輸入販売することができます。

https://www.elegislation.gov.hk/hk/cap68
https://www.elegislation.gov.hk/hk/cap214
https://www.elegislation.gov.hk/hk/cap132W
https://www.jetro.go.jp/world/asia/hk/law/
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③ 香港の食品関連の規制（続き）

7.その他

食品や農水産物で問題や事故が起きた際に、その流通経路をさかのぼった追跡・確認を可能にするため、「食物安全
条例」（Cap.612 Food Safety Ordinance）では食品輸入業や食品卸売業を行うすべての事業者に対し、食
物環境衛生署（FEHD）への登録が義務付けられています。ただし、FEHDで香港ホーカー（屋台）のライセンスを
取得済み、FEHDに食品輸入業者として登録されているなどの場合、卸売業者の登録は免除されます。
（Cap. 612 Food Safety Ordinance (elegislation.gov.hk)）

https://www.elegislation.gov.hk/hk/cap612
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④ 輸入手続き

1.輸入許可、輸入ライセンス等、商品登録等（輸入者側で必要な手続き）

【コメ】
香港ではコメが定期的かつ安定して供給されることを目的として、輸入米は認可統制の対象となっています。コメは「備
蓄商品（備蓄商品の輸出入管理）規則」（Cap.296A Reserved Commodities （Control of Imports, 
Exports and Reserve Stocks） Regulations）の備蓄品目の対象となっており、その輸出入は登録制となって
います。そのため、コメを輸入する企業は、在庫保有者登録と輸入ライセンスを取得することが必要となり、登録を行え
るのは、「商業登記条例」（Cap.310 Hong Kong Business Registration Ordinance）に基づき香港で商
業登記した企業に限られます。
（（Cap.296A Reserved Commodities （Control of Imports, Exports and Reserve Stocks） 
Regulations））
（（Cap.310 Hong Kong Business Registration Ordinance））

香港全体で、約15日分の消費に十分な量のコメの備蓄を常に維持するために、輸入業者は在庫保有者として香港
工業貿易署（TID）に登録のうえ、コメの備蓄在庫を維持する責任を分担します。登録の条件として、在庫保有者
は輸入期間内に申告者が輸入すると保証した量と同じ量を輸入する必要があり、申告は輸入期間開始の6週間前
までに行わなければなりません。

コメの輸入ライセンスは香港工業貿易署（TID）にコメ在庫保有者として登録されている会社のみに発行され、輸入
ライセンスは発行日より6週間有効で、1回の輸入に限り有効です。なお、ライセンス申請は輸入するコメの用途（商
業的利用あるいは個人的利用）や数量にかかわらず行う必要があります。ただし、個人で消費あるいは贈呈するため
のコメを携行品として持ち込む場合、15kgまでは輸入ライセンスなどの取得なしでの持ち込みが可能です。

コメの輸入手続きや規制状況の詳細については、香港工業貿易署（TID）の公表する「コメの輸出入管理スキー
ム」（Rice Control Scheme）を確認してください。
（ 香港工業貿易署（TID）「コメの輸出入管理スキーム」（Rice Control Scheme））

https://www.elegislation.gov.hk/hk/cap296A
https://www.elegislation.gov.hk/hk/cap310
https://www.tid.gov.hk/english/import_export/nontextiles/nt_rice/files/rice_guidelines.pdf
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④ 輸入手続き

1.輸入許可、輸入ライセンス等、商品登録等（輸入者側で必要な手続き）（続き）

【米粉】
米粉は、コメの輸入ライセンスの対象外となっていますが、香港食物環境衛生署（FEHD）への登録が義務付けられ
ています。登録には、事業登録証明書（Business Registration）、身分証明書とその他の書類〔会社設立証明
書（Certificate of Incorporation）など〕のコピー、および食品輸入業者・卸売業者登録申請書
（Application for Registration as Food Importers / Food Distributors）を提出する必要があります。

ただし、コメの輸入ライセンスなど、「食物安全条例」（Cap.612 Food Safety Ordinance）で明記されている他
の条例の下でライセンスを取得している事業者については、登録が免除されます。
（Cap. 612 Food Safety Ordinance (elegislation.gov.hk)）

2.輸入通関手続き（通関に必要な書類）

すべての輸入（船積、空港貨物）商品には輸入陳述書（Import Statement）を添付しなければなりません。
輸入商品に課税商品を含まない場合は、その旨を明記した陳述書を添付しなければなりません。輸入陳述書の添付
は、「課税商品条例第109条」（Cap.109 Dutiable Commodities Ordinance）により義務付けられています。
（ Cap. 109 Dutiable Commodities Ordinance (elegislation.gov.hk) ）

通関に伴う提出書類は次のとおりです。

・積荷目録（マニフェスト）
・エアウェイビル（航空貨物運送状）、オーシャンB/L（船荷証券）、またはほかの同様の書類
・インボイスおよびパッキングリスト
・引渡し指図書（リリースレター）または貨物保管通知
・衛生証明書など（TIDにより提示が求められた場合。）

https://www.elegislation.gov.hk/hk/cap612
https://www.elegislation.gov.hk/hk/cap109
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④ 輸入手続き（続き）

3.輸入時の検査・検疫

香港では、「公衆衛生および市政条例第132章第59条」（Cap.132 Section59 The Public Health And 
Municipal Services Ordinance）に基づき、香港食物環境衛生署（FEHD）が輸入食品を検査する権限を有
しています。
輸入時における通関では、積荷目録（マニフェスト）などの書類の検査、および必要に応じて輸入される商品のサンプ
ル検査が行われます。サンプル検査に関しては、関連リンクの食品監視プログラム（Food Surveillance 
Programme）を参照してください。
（ Part V (Food and Drugs) of the Public Health and Municipal Services Ordinance (Cap. 132) 
(Highlights) (cfs.gov.hk) ）
（ Food Surveillance Programme (cfs.gov.hk) ）

https://www.cfs.gov.hk/english/food_leg/food_leg_list.html
https://www.cfs.gov.hk/english/food_leg/food_leg_list.html
https://www.cfs.gov.hk/english/programme/programme_fs/programme_fs.html
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④ 輸入手続き（続き）

4.販売許可手続き

コメの販売は、「備蓄商品（卸販売管理）規則」（Cap.296B Reserved Commodities （Control of 
Sales by Wholesale） Regulations）により規制されます。コメは備蓄商品とされるため、コメの販売には香港工
業貿易署（TID）への備蓄商品の卸売業者登録が必要です。
香港工業貿易署（TID）でのコメ在庫保有業者登録の手続きの詳細については、次ページの内容および関連リンク
を参照してください。

また、香港では食品輸入業者および卸売業者に対して香港食物環境衛生署（FEHD）への登録が義務付けられ
ています。登録申請には次の手続きが必要になります。
・取り扱う食品の種類一覧、およびその他の指定の書類を所定の書式でFEHD署長宛に提出すること。
・申請料として195香港ドルを支払うこと。
ただし、TIDにコメ在庫保有者登録済み、FEHDから香港ホーカー（屋台）のライセンスを取得済み、FEHDに食品
輸入業者として登録されているなどの場合、卸売業者の登録は免除されます。

また、「食品業規則」により、レストランや店舗の営業には、事業形態に応じて、それぞれの食品事業ライセンスの取得
が必要です。詳細については、香港食物環境衛生署「必要なライセンスの種類」（Guide on Types of Licences
Required）および「ライセンス申請の手引き」（Guide to Application for Licences）を確認してください。
（ Guide on Types of Licences Required (fehd.gov.hk) ）
（ Guide to Application for Licences (fehd.gov.hk) ）

https://www.fehd.gov.hk/english/licensing/Guide_on_Types_of_Licences_Required.html
https://www.fehd.gov.hk/english/licensing/guide.html
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④ 輸入手続き（続き）
4.販売許可手続き（続き）

【香港工業貿易署（TID）でのコメ在庫保有業者登録】
a.「コメ在庫保有業者への登録申請」（Application for Registration as a Stockholder of Rice）に従い、次の事項
を記載し、必要書類を添付したうえでTID署長から登録の許可を受ける必要があります。

(1)記載事項
・企業名（登記名）
・本社および支社の企業所在地と連絡先
・登記番号
・設立年月日
・事業内容および取り扱う備蓄商品名（コメ）
・企業形態（個人事業主、合名会社、有限会社、公開会社）に応じた次の項目
ア、個人事業主、共同経営者、議決権保有者の氏名（複数名が該当する場合には、それぞれの氏名を記
載する。公開会社については、議決権付き株式の5％以上を保有する者の氏名を記載）

イ、 （ア）に該当する各人のパスポート番号／HKID番号
ウ、 （ア）に該当する各人の事業利益の取得比率（合名会社の場合）、議決権の保有割合（有限会社や

公開会社の場合）
・登録期間におけるコメの総輸入量

(2)必要添付書類
・事業登記証（Business Registration Certificate）のコピー
・申請書に署名を行った代表者のパスポートあるいはHKIDのコピー
・個人事業主および合名会社の場合：
・商業登記所（Business Registration Office）が発行する登記簿抄本（Certified extracts of Information 

on the 
Business Register）のコピー

・限会社の場合:
ア、会社設立証（Certificate of incorporation）および/あるいは企業名変更認可証（Certificate of 

Incorporation on Change of Name）のコピー
イ、年次報告書あるいは公司註冊処（Companies Registry）の発行する代表者および議決権保有者のリス

トを記載した文書のコピー

b.申請後、14日以内に申請結果が通知されます。

c.申請料金は無料です。
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⑤ 輸入関税等

1.関税
なし

2.その他の税
なし
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① 現地事業者等の声

〇 令和3年度輸出先国・地域における現地の体制強化委託事業（プラットフォーム支援員による現地の体制強化）から抜粋

事業者の要望等

〇 日本産米の直接のライバルは、中国産、ベトナム産、タイ産。例えば中国産
とベトナム産では１Kg あたり HKD７‐８(現在の為替レートで約 130-140 円
程度)であり、日本米の評価は高いが値段の面で差があることからビジネスの継続
は簡単ではない。
〇  香港のレストランは、通常厨房が狭く、米袋がそのまま段積みになっていたり、
床が濡れていたりと保管状態が悪いレストランが多く、値段が高い日本米を使って
も味が変わらないというクレームの元にもなっている。また、美味しく炊くための浸漬
をレストランに助言しても、忙しい、手間がかかる、厨房が狭いとの理由で助言通
りの炊飯をなかなか実行してもらえない。
〇  香港の小売における日本産米の売り場を見ると、同じコシヒカリでも各県産
で値段がまちまちであるが、このことが香港の消費者には理解が出来ない。消費の
すそ野を広げるためには、例えば、ジャパン・コシヒカリとか一つのブランドとしてまとめ
ることも一案。―以上 S 社（日系 米専門輸入・卸））

〇 米については、銘柄による味の違いや用途の違いを打ち出すのがよいのでは
ないか。― V 社（非日系 米中心輸入・卸、地場系団体）

〇 日本産だから売れるわけではなく、その日本産に対して香港の消費者がお金
を払うだけの価値を見出すかが重要である。例えば、北海道ミルクを全面に出した
スイートは可能性がある。日本米を香港で使用するのは価格面から難しいが、最
近の健康志向などに鑑みれば、玄米ならいけそうなので検討している。―Y 社
（日系 外食チェーン店）
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① 現地事業者等の声（続き）

（参考）
香港人消費者の評価

・日本産米を食べたことが無い人は少ないが、日常的に自宅で食べている人
は多くない（自宅では長粒種がメイン）
・正しい炊き方を知っている人も少なく、全米輸の推奨する炊き方で炊いたら
子供たちが非常に喜んだ。
・日本食を作る際に米を日本産にこだわる人は約５割（下図参照）。
・FAOSTATによると、香港の一人当たり鶏肉消費量は59.22kgで、日本の
72.57kgより少ない。（Rice and products）

※ジェトロ香港のヒアリング等

※2022年7月消費者アンケート
（ジェトロ香港が外部機関に委託）
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② コメ関係のイベント等 

〇 香港最大の食の展示会「Food Expo」で日本産米おにぎりが好評、品目団体と食育
ブース出展
https://www.jetro.go.jp/biznews/2022/08/ef57d02ac4e67cbd.html

〇 香港の現地小学校で、おむすびを用いた食育企画を実施
https://www.jetro.go.jp/biznews/2023/03/ff29015d030dd142.html

〇 全農香港、現地公立校の学校給食に日本産米を試験導入
https://www.jetro.go.jp/biznews/2024/04/46ce14d2b1e6587e.html

※ 農林水産物・食品 輸出支援プラットフォーム（香港）のカントリーレポート・ビジネス短信から抜粋

〇 アジア6ヵ国・地域及び米国における農林水産物・食品8品目についての流通実態及び
消費者動向（JFOODO）

https://www.jetro.go.jp/ext_images/jfoodo/archive/research/eight_ite
ms/7-1.pdf

https://www.jetro.go.jp/ext_images/jfoodo/archive/research/eight_ite
ms/7-2.pdf

https://www.jetro.go.jp/biznews/2022/08/ef57d02ac4e67cbd.html
https://www.jetro.go.jp/biznews/2023/03/ff29015d030dd142.html
https://www.jetro.go.jp/biznews/2024/04/46ce14d2b1e6587e.html
https://www.jetro.go.jp/ext_images/jfoodo/archive/research/eight_items/7-1.pdf
https://www.jetro.go.jp/ext_images/jfoodo/archive/research/eight_items/7-1.pdf
https://www.jetro.go.jp/ext_images/jfoodo/archive/research/eight_items/7-2.pdf
https://www.jetro.go.jp/ext_images/jfoodo/archive/research/eight_items/7-2.pdf


執筆：農林水産物・食品 輸出支援プラットフォーム 香港

本レポートに関する問い合わせ先：
日本貿易振興機構（ジェトロ）
香港事務所
電話番号：852-2526-4067
E-mail アドレス：hkgevent@jetro.go.jp
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